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加
盟
校
動
静

　
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
の
冒

頭
は
「
初
め
に
言こ

と
ば
が
あ
っ
た
」

で
す
。
ま
た
旧
約
聖
書
の
創
世

記
の
冒
頭
は
「
初
め
に
、
神
は

天
と
地
を
創
造
さ
れ
た
」
で

す
。
ど
ち
ら
も
「
初
め
に
」
と

い
う
言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
学
生
時
代
に
ル
タ
ー
訳
の

ド
イ
ツ
語
聖
書
を
読
ん
で
い
た

と
き
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

の
冒
頭
の
「
初
め
に
」
と
創
世

記
の
「
初
め
に
」
で
は
異
な
っ

た
前
置
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
日
本

語
の
聖
書
で
は
両
方
と
も
同
じ

「
初
め
に
」
な
の
に
、
な
ぜ
ド

イ
ツ
語
の
聖
書
で
は
異
な
っ
た

表
現
に
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問

で
し
た
。
こ
の
疑
問
が
久
し
ぶ

り
に
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
文

語
訳
聖
書
で
は
、
創
世
記
の

「
初
め
」
に
は
「
原
始
」
と
い

う
漢
字
が
当
て
ら
れ
、
ヨ
ハ
ネ

福
音
書
で
は
「
太
初
」
と
い
う

漢
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ

ハ
ネ
福
音
書
で
は
、「
言
は
神

と
共
に
あ
っ
た
。
言
は
神
で
あ

っ
た
。」
そ
し
て
「
言
は
肉
と

な
っ
て
、
私
た
ち
の
間
に
宿
っ

た
」
と
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
キ

リ
ス
ト
そ
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。
神
イ
コ
ー
ル
言
葉
、
言
葉

イ
コ
ー
ル
キ
リ
ス
ト
と
い
う
こ

と
で
す
。
旧
約
聖
書
の
詩
篇
の

詩
人
は
33
篇
６
節
で
、「
天
は

主
の
言
葉
に
よ
っ
て　
天
の
万

象
は
主
の
口
の
息
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
」
と
歌
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
１
章
10
節

で
は
「
世
は
言
に
よ
っ
て
成
っ

た
」
と
あ
り
ま
す
。
言
葉
で
あ

る
キ
リ
ス
ト
は
言
葉
で
あ
る
神

と
し
て
、
天
地
創
造
の
前
に
す

で
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
創
世
記
の
「
初
め

に
」
は
時
間
の
序
列
の
中
で
の

こ
の
世
界
の
「
初
め
」
で
あ
っ

て
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
「
初

め
」
は
時
間
を
超
え
た
初
め
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
宗
教

改
革
者
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
註
解

書
の
中
で
、「
こ
の
初
め
と
い

う
語
を
、
天
地
創
造
の
初
め
に

結
び
つ
け
て
考
え
る
人
た
ち

は
、
キ
リ
ス
ト
を
こ
の
世
の
も

の
の
月
並
み
な
段
階
に
位
置
づ

け
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
か
」

と
疑
問
を
呈
し
て
い
ま
す
。
ま

た
18
世
紀
の
中
頃
に
聖
書
を
厳

密
に
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
よ
う

と
し
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ベ
ン

ゲ
ル
の
聖
書
の
註
で
、
ベ
ン
ゲ

ル
は
「
言
葉
は
始
ま
り
の
前
に

す
で
に
永
遠
に
存
在
し
た
」
と

い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

文
語
訳
聖
書
は
こ
の
二
つ
の

「
初
め
に
」
の
違
い
を
異
な
っ

た
漢
字
を
当
て
る
こ
と
で
解
決

し
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
こ
の
時
間

の
枠
を
超
え
た
言
葉
、
す
な
わ

ち
キ
リ
ス
ト
の
ご
降
誕
を
祝
う

時
で
あ
り
ま
す
。
主
イ
エ
ス
は

家
畜
小
屋
で
お
生
ま
れ
に
な
り

ま
し
た
。
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

と
き
か
ら
こ
の
世
に
は
歓
迎
さ

れ
な
い
お
方
で
し
た
。
私
た
ち

の
罪
を
背
負
い
、
死
の
の
ち
に

復
活
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
に
真

の
希
望
の
あ
り
か
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
主
イ
エ
ス
の

誕
生
は
復
活
に
ま
で
続
く
第
一

歩
な
の
で
す
。

�

〈
明
治
学
院
学
院
長
〉

「キリストの誕生」聖隷クリストファー小学校４年 飯
い い

田
だ

心
み

優
う

第第
6565
回
学
校
代
表
者
協
議
会

回
学
校
代
表
者
協
議
会

自
由
学
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

自
由
学
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

会場の記念講堂（夕景）

村山理事長高橋学園長

初
等
部
食
堂
　

壇
上
に
は
生
徒
た
ち
が
育

て
た
花
が
飾
ら
れ
ま
し
た

課
題
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
昼
に
は
築
80
年
を
越
え
る

初
等
部
の
食
堂
で
、
自
由
学

園
の
創
立
100
周
年
記
念
日
と

同
じ
献
立
の
食
事
を
い
た
だ

い
て
か
ら
、
先
生
方
の
案
内

に
よ
り
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
最
高
学
部
（
大
学

部
）
の
教
室
で
グ
ル
ー
プ
討

議
が
行
わ
れ
、
特
に
校
長
グ

ル
ー
プ
で
は
討
議
の
前
に
、

く
る
み
心
理
オ
フ
ィ
ス
・
二

宮
一
美
代
表
の
発
題
「
学
校

現
場
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
対
応
―

臨
床
心
理
士
か
ら
」
が
あ

り
、
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
討
議
後
は
講
堂
で
全
体
会

が
あ
り
、
各
グ
ル
ー
プ
の
討

議
概
要
を
報
告
、
西
原
理
事

長
の
全
体
ま
と
め
に
続
き
ま

し
た
。

　
最
後
は
古
川
敬
康
教
育
同

盟
理
事
（
北
星
学
園
理
事
長

・
学
園
長
）
か
ら
自
由
学
園

の
皆
様
へ
感
謝
の
言
葉
が
伝

え
ら
れ
、
閉
会
祈
祷
で
協
議

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

＊
今
号
２
面
に
伊
藤
彰
浩
先

　
第
65
回
学
校
代
表
者
協
議

会
が
11
月
３
日
（
金
）
〜
４

日
（
土
）
に
学
校
法
人
自
由

学
園
（
東
京
都
東
久
留
米

市
）
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
57
学

校
法
人
か
ら
96
名
が
参
加
。

　
３
日
17
時
45
分
か
ら
講
堂

で
開
会
礼
拝
（
説
教
・
後
藤

田
典
子
全
学
教
諭
キ
リ
ス
ト

教
）、
西
原
廉
太
教
育
同
盟

理
事
長
と
村
山
順
吉
自
由
学

園
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
「
自
由
学
園

創
立
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
と

こ
れ
か
ら
〜
建
学
の
精
神
と

学
校
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
役
割

〜
」
と
題
し
、
会
場
校
の
高

橋
和
也
学
園
長
と
村
上
民
資

料
室
主
任
研
究
員
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
日
は
朝
の
礼
拝
（
説
教

・
後
藤
田
典
子
教
諭
）
の

後
、
発
題
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
伊
藤
彰
浩
先
生

（
西
南
学
院
大
学
教
授
）
に

よ
る
発
題
「
キ
リ
ス
ト
教
系

学
校
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
：

『
建
学
の
精
神
』
は
組
織
の

原
動
力
な
の
か
？
」
で
、
西

南
学
院
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
利
用
し
な
が
ら
、
学
校

代
表
者
に
よ
る
発
信
の
必
要

性
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
３
つ
の
発
題
が

あ
り
、
活
水
学
院
・
湯
口
隆

司
理
事
長
・
院
長
「『
建
学

の
精
神
』と
認
証
評
価
制
度
」

（
大
学
）、
関
東
学
院
中
学
校

高
等
学
校
・
森
田
祐
二
校
長

「
転
換
期
の
キ
リ
ス
ト
教
学

校
―
課
題
と
展
望
」（
中

高
）、
北
陸
学
院
小
学
校
・

茶
谷
信
一
校
長
「
公
立
か
ら

見
た
キ
リ
ス
ト
教
学
校
︱
そ

の
驚
き
と
喜
び
」（
小
学

校
）
と
、
校
種
別
の
情
報
と

聖書のことば
望だな…」と。
　天使のお告げを聞いて、マリアも
大いに戸惑い、考え込んでしまいま
した。ましてやクリスマスの夜の神
秘的な情景には、誰もが戸惑って当
然です。『銀河鉄道の夜』の主人公
のように、私たちは戸惑う仲間と共
に「どこまでも　どこまでも一緒に
行こう！」と、寄り添いながら聖夜
を迎えたいと願うのです。
〈桜美林学園キリスト教センター長
／学園チャプレン〉

キリスト教への深い共感の心情が込
められていました。
　彼の周りには多くのキリスト者が
網の目のようにつながり、書棚にも
聖書が置かれていたようです。これ
は私の希望的推測ですが、宮沢賢治
がもう少し長生きしていたら、迷い
の遍歴ののちに、洗礼を受けていた
のではなかろうかと想像していま
す。
　迷い出た羊のような人生だったの
に、死ぬ直前に洗礼を受けて信者に
なった人のことを「天国泥棒」など
と冗談めかして言うことがあります
が、人生に戸惑い、回り道をした人
にも惜しみなく救いの恵みが与えら
れる出来事、それがクリスマスに他
なりません。
　こうして聖書のことばを教職員に
語る際に、私はいつも心の中で秘か
に願っています。「無理しなくてい
いよ、でも心の片隅に留めてくれた
ら嬉しいな。そして人生の最期でも
いいから、神様を信じてくれたら本

　「天使は、彼女のところに来て言
った。『おめでとう、恵まれた方。
主があなたと共におられる。』マリ
アはこの言葉に戸惑い、いったいこ
の挨拶は何のことかと考え込んだ。」
（ルカによる福音書１章28、29節）

　宮沢賢治が37歳で世を去る直前ま
で、枕辺で繰り返し推敲していたの
が、あの『銀河鉄道の夜』でした。
「この原稿はわたくしの迷いの跡で
す」と本人が言う通り、法華経信者
であったにもかかわらず、そこには

土橋敏良「銀河鉄道の夜」と
クリスマス

啓
明
学
園

　
北
原
福
二
氏
が
９
月
30
日

Merry Christmas

クリスマスの希望の輝きが
皆様とともにありますように

一般社団法人キリスト教学校教育同盟
理 事 長　西 原 廉 太
事務局長　孫 　 永 律

２０２3年１２月２５日

鵜 殿 博 喜鵜 殿 博 喜

永遠の言葉

付
け
で
学
園
長
を
退
任
。

聖
学
院

　
創
立
１
２
０
周
年
を
迎

え
、
10
月
28
日
（
土
）
10
時

か
ら
記
念
式
典
と
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
奉
献
式
・
記
念
音
楽

会
が
大
学
チ
ャ
ペ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

生
の
発
題
要
旨
を
掲
載
。
他

の
礼
拝
・
講
演
・
発
題
の
要

旨
は
１
月
号
に
掲
載
予
定
。
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た
め
に
は
異
な
る
意
見

を
持
つ
他
者
の
存
在
が

不
可
欠
で
あ
る
と
し
、

正
統
と
異
端
の
関
係
性

を
組
織
論
ま
で
拡
大
さ

せ
る
試
み
を
提
示
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
自
分

自
身
を
知
る
た
め
に
は
異
な

る
興
味
や
関
心
を
持
つ
他
者

と
の
出
会
い
が
不
可
欠
な
よ

う
に
、
学
校
と
い
う
組
織
に

お
い
て
も
異
な
る
認
識
を
持

つ
者
や
集
団
が
互
い
に
共
通

の
ト
ピ
ッ
ク
（
例
：「
建
学

の
精
神
」）
に
つ
い
て
議
論

を
尽
く
し
、
そ
の
結
果
を
組

織
の
あ
り
方
や
将
来
の
方
針

に
反
映
す
る
試
み
が
不
可
欠

な
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
梅

津
（
２
０
２
２
）
は
、
教
会

が
運
動
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た

こ
と
を
例
に
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
も
運
動
を
通
し
て
更
新

さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て

い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校

は
制
度
に
よ
っ
て
社
会
的
正

統
性
を
獲
得
し
た
後
も
、
日

々
の
主
体
的
活
動
に
よ
っ
て

生
ま
れ
変
わ
り
続
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。
す
な

わ
ち
、「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

で
あ
る
こ
と

4

4

4

4

4

」（being

）

は
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
す4

る
こ
と

4

4

4

」（doing

）
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
る
結
果
な
の

で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で

働
く
人
に
は
使
命
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
キ

リ
ス
ト
教
学
校
で
あ
る
こ

と
」
は
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

が
す
べ
き
こ
と

4

4

4

4

4

」
に
よ
っ
て

維
持
さ
れ
る
の
で
す
（
丸

山
、
１
９
６
１
を
参
考
）。

　
西
南
学
院
大
学
の
初
代
学

長
Ｗ
．
Ｍ
．
ギ
ャ
ロ
ッ
ト
先

生
は
「
西
南
学
院
は
永
遠
の

事
業
体
で
は
な
い
」
と
発
言

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
キ
リ

神
」
を
理
解
す
る
と
は
何
を

意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
。
み

な
さ
ん
は
、「
建
学
の
精

神
」
を
理
解
し
、
こ
れ
を
具

現
化
す
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
か
。
そ
し
て
何
よ
り
も

「
建
学
の
精
神
」
は
組
織
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す

か
。

　
近
年
の
文
献
に
よ
れ
ば
、

「
建
学
の
精
神
」
は
、
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
・
理
念
と
し
て
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
構
成
員
た
ち

を
熱
く
す
る
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
な
こ
と
ば
や
人
間
の

行
動
を
通
し
て
示
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
深
谷
、
２

０
０
８
）
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
建
学
の
精

神
」
の
現
状
に
関
す
る
検
証

と
評
価
は
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
「
他
の
重
要
な
改
革
の
前

提
」（
増
田
、
２
０
０
７
）

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
「
前

提
」
で
あ
る
は
ず
の
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
に
お
け
る
「
建

学
の
精
神
」
の
現
状
に
関
す

る
調
査
は
、
実

際
に
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
筆
者
は
基

礎
デ
ー
タ
収
集

の
た
め
、
自
ら

が
所
属
す
る
西

南
学
院
の
専
任

職
員
を
対
象
に

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定
日

は
24
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
宮
城
学
院
女
子
大
学

▼
学
芸
学
部
人
間
文
化
学
科

職
種
＝
美
術
史　
教
授
、
准

教
授
又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
20
日

問
合
せ
＝
☎022-279-4698

▽
松
山
東
雲
女
子
大
学

▼
人
文
科
学
部
心
理
子
ど
も

学
科

職
種
＝
経
済
学
、
情
報
倫
理

ほ
か　
教
授
、
准
教
授
、

講
師
又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
20
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
松
山
東
雲
短
期
大
学

▼
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

職
種
＝
簿
記
・
会
計
ほ
か　

教
授
、
准
教
授
、
講
師
又

は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
20
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
遺
愛
女
子
中
学
・
高
等
学

校職
種
＝
社
会
科　
専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
12
月
15
日

問
合
せ
＝
☎0138-51-0418

▽
青
山
学
院
中
等
部

職
種
＝
理
科
（
主
に
化
学
・

物
理
）
非
常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
18
日

問
合
せ
＝htakeda@

aoyamagakuin.jp

▽
恵
泉
女
学
園
中
学
・
高
等

学
校

職
種
＝
国
語
科　
嘱
託
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
12
月
15
日

問
合
せ
＝
☎03-3303-2115

▽
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校職
種
＝
国
語
科　
特
任
教
諭

又
は
非
常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
13
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-1121

▽
敬
和
学
園
高
等
学
校

職
種
＝
家
庭
科　
専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
12
月
22
日

問
合
せ
＝
☎025-259-2391

▽
山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
理
科
（
化
学
又
は
物

理
又
は
生
物
：
基
礎
科
目

２
科
目
以
上
担
当
）
期
間

採
用
教
諭
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
27
日

問
合
せ
＝
☎055-252-6187

▽
北
陸
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
社
会
科
、
数
学
科
、

英
語
科　
非
常
勤
講
師
各

１
名

応
募
締
切
＝
12
月
27
日

問
合
せ
＝
☎076-221-1944

▽
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
音
楽
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
12
月
13
日

問
合
せ
＝
☎075-251-4305

▽
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
非
常
勤
講
師
①
情
報

科
１
〜
２
名
②
英
語
科
若

干
名

応
募
締
切
＝
①
12
月
11
日
②

24
年
１
月
10
日

問
合
せ
＝
☎0774-65-8911

▽
梅
花
中
学
校
・
高
等
学
校

職
種
＝
英
語
科　
常
勤
講
師

１
名

応
募
締
切
＝
12
月
22
日

問
合
せ
＝
☎06-6852-0001

▽
関
西
学
院
初
等
部

職
種
＝
音
楽
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
24
年
１
月
11
日

問
合
せ
＝
☎0797-81-5500

▽
日
本
聾
話
学
校

職
種
＝
幼
稚
部
・
小
学
部
・

中
学
部　
専
任
講
師
若
干

名
応
募
締
切
＝
24
年
1
月
11
日

問
合
せ
＝nrg2@nrg.ac.jp

▽
（
学
）
宮
城
学
院

職
種
＝
専
任
職
員
（
職
務
経

験
者
）事
務
担
当
若
干
名
、

施
設
設
備
関
係
担
当
１
名

応
募
締
切
＝
24
年
１
月
12
日

問
合
せ
＝
☎022-279-1311

▽
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
図
書
・
情
報
セ
ン
タ

ー　
総
務
職
員
（
図
書
）

及
び
ア
ル
バ
イ
ト
各
１
名

応
募
締
切
＝
24
年
１
月
９
日

問
合
せ
＝
☎075-251-4317

公
　
募

講
演
　
古
川
敬
康
氏

北
星
女
子
中
高
の
学
校
礼
拝

　
講
演
は
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
成
り
立
ち
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
概
要
、
教
会
の

位
置
づ
け
、
さ
ら
に
近
代
以

降
の
日
本
の
教
育
史
と
キ
リ

ス
ト
教
の
か
か
わ
り
を
経

て
、
現
在
の
教
育
に
お
け
る

諸
課
題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
や
キ
リ
ス
ト
教
と
は
い

か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
大

き
な
課
題
を
歴
史
か
ら
再
度

見
直
し
た
本
講
演
は
混
迷
の

現
代
社
会
や
教
育
を
考
え
る

貴
重
な
示
唆
に
富
む
も
の
で

し
た
。

　
そ
の
後
３
つ
の
分
科
会
が

開
か
れ
、
聖
書
科
部
会
は
大

久
保
直
樹
氏
（
宮
城
学
院
中

学
校
高
等
学
校
）
司
会
の
も

と
「
今
、
聖
書
の
授
業
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
よ
り
良
い
授

業
の
た
め
の
情
報
交
換
や
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
つ
の
教
育
問
題
検

討
部
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
清

澤
城
次
氏
（
と
わ
の
森
三
愛

高
等
学
校
）、
西
間
木
順
氏

（
東
北
学
院
榴
ケ
岡
高
等
学

校
）
の
司
会
に
よ
り
コ
ロ
ナ

禍
を
経
た
昨
今
、
各
校
が
抱

え
る
様
々
な
教
育
的
課
題
や

対
応
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を

共
有
し
、
課
題
の
検
証
を
行

う
な
ど
、
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
は
当
番
校
の
浅

里
愼
也
氏
の
司
会
で
情
報
交

換
会
が
開
か
れ
、
北
は
北
海

道
か
ら
南
は
京
都
・
大
阪
ま

で
の
各
校
か
ら
近
況
報
告
を

伺
い
、
各
校
の
様
子
を
興
味

深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
翌
27
日
は
当
番
校
・
北
星

女
子
中
高
の
学
校
礼
拝
に
参

加
し
、
奨
励
は
中
村
頌
氏

（
基
督
教
独
立
学
園
高
等
学

校
）
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
礼
拝
後
、
当
番
校
の

浅
里
氏
よ
り
挨
拶
が
行
わ

れ
、
各
校
か
ら
の
報
告
に
移

り
ま
し
た
。

　
学
校
報
告
は
赤
井
慧
氏

（
尚
絅
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
）
が
司
会
を
さ
れ
、
佐

藤
周
氏
（
東
北
学
院
榴
ケ
岡

高
等
学
校
）、
石
川
学
氏

（
山
形
学
院
高
等
学
校
）、

村
井
真
人
氏
（
盛
岡
大
学
附

属
高
等
学
校
）
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
学
校
組
織
の
硬

直
化
へ
の
新
た
な
取
組
み
と

し
て
、
学
年
制
を
残
し
た
ま

ま
進
路
に
応
じ
て
科
目
を
選

択
す
る
「
進
学
重
視
型
単
位

制
」
の
導
入
を
紹
介
さ
れ
、

石
川
氏
は
礼
拝
や
探
求
、
ま

た
そ
の
他
様
々
な
こ
と
を
通

し
て
生
徒
と
の
関
わ
り
や
反

応
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
真
摯

に
向
き
合
う
こ
と
の
難
し
さ

や
気
づ
き
の
大
切
さ
を
話
さ

れ
ま
し
た
。
村
井
氏
か
ら
は

主
権
教
育
の
実
践
を
通
じ

て
、
そ
の
大
切
さ
と
と
も
に

そ
れ
を
伝
え
る
難
し
さ
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
は
キ
リ
ス
ト
教
と
も

関
係
が
深
い
北
海
道
大
学
に

移
動
し
て
総
合
博
物
館
を
見

学
、
開
学
以
来
の
膨
大
な
資

料
に
歴
史
を
感
じ
る
と
と
も

に
貴
重
な
学
び
を
得
ら
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

当
番
校
に
戻
り
、
久
保
木
崇

氏
（
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学

校
）
に
よ
る
閉
会
礼
拝
を
経

て
、
同
校
の
清
澤
氏
の
閉
会

挨
拶
を
も
っ
て
研
究
集
会
は

無
事
、
閉
幕
と
な
り
ま
し

た
。

　
研
究
集
会
閉
幕
後
、
東
北

・
北
海
道
地
区
教
育
研
究
委

員
会
が
開
か
れ
、
来
年
度
の

当
番
校
や
各
校
の
役
割
分
担

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

�

蔵
本
博
史

〈
北
星
学
園
女
子
中
学
高
等

学
校
教
頭
〉

の
点
は
重
要
で
す
。
も
し
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
現
状
に

危
機
感
を
抱
く
な
ら
、「
変

わ
ら
な
い
」
と
嘆
く
の
で
は

な
く
、
変
え
る
た
め
の
「
汗

を
か
く
」
行
動
の
果
て
に
、

健
全
な
る
敗
北
感
を
覚
悟
す

る
強
靭
な
信
念
が
必
要
な
の

で
す
。

ス
ト
教
学
校
は
常
に
「
キ
リ

ス
ト
教
学
校
で
は
な
く
な
る

可
能
性
」
に
向
き
合
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
不
完
全
な
人
間
は

永
遠
に
続
く
モ
ノ
や
コ
ト
を

創
造
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
使

命
を
感
じ
、
自
ら
が
「
す
べ

き
こ
と
」
に
邁
進
し
、
若
き

世
代
に
思
い
を
繋
げ
て
い
く

行
動
、
す
な
わ
ち
「
永
遠
的4

な
も
の
と4

取
り
組
ん
で
、
永

遠
の
神
の
御
前
に
生
き
る
」

こ
と
こ
そ
が
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
を
永
遠
的4

な
も
の
に
す

る
唯
一
の
方
法
な
の
で
す
。

「
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校

で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
の
疑
問
を
持
ち
続

け
、
組
織
の
責
任
者
が
「
建

学
の
精
神
」
を
踏
ま
え
た
キ

リ
ス
ト
教
学
校
の
あ
る
べ
き

姿
を
描
き
、
自
ら
の
言
葉
で

思
い
を
発
信
し
、
構
成
員
を

熱
く
す
る
行
動
の
継
続
に
よ

っ
て
し
か
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
未
来
に
光
を
感
じ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
キ

リ
ス
ト
教
学
校
の
設
立
者
の

多
く
は
、
学
校
設
立
の
達
成

と
と
も
に
、
人
生
に
お
い
て

大
き
な
挫
折
を
味
わ
っ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は

学
校
設
立
後
も
組
織
に
キ
リ

ス
ト
教
性
を
根
付
か
せ
る
た

め
に
「
汗
を
か
く
」
行
動
を

続
け
、
決
し
て
現
状
に
安
住

し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ

　
今
年
度
の
集
会
は
10
月
26

日
（
木
）
〜
27
日
（
金
）
の

日
程
で
北
星
学
園
女
子
中
学

高
等
学
校
を
当
番
校
と
し
、

札
幌
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
集
会
は
26
日
の
岩
住
賢
氏

（
東
奥
義
塾
中
学
校
・
高
等

学
校
）
の
も
と
開
会
礼
拝
を

も
っ
て
始
め
ら
れ
、
続
い
て

百
武
真
由
美
氏
（
遺
愛
女
子

中
学
校
・
高
等
学
校
）
に
よ

る
司
会
で
、
古
川
敬
康
氏

（
北
星
学
園
理
事
長
・
学
園

長
）
に
よ
る
『
教
会
と
と
も

に
歩
む
キ
リ
ス
ト
教
学
校
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
般
の
私
学
法
改
正
に
よ

り
、
評
議
員
会
の
役
割
が
変

化
し
ま
し
た
。
自
発
結
社
と

し
て
の
特
徴
を
持
つ
キ
リ
ス

ト
教
学
校
に
お
い
て
、
評
議

員
会
は
設
立
者
や
賛
同
者
を

代
表
す
る
組
織
で
す
。
こ
の

視
点
に
立
て
ば
、
２
０
２
１

年
10
月
に
教
育
同
盟
理
事
長

名
で
文
科
大
臣
宛
て
に
提
出

さ
れ
た
「
学
校
法
人
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
に

対
す
る
要
望
」
に
お
け
る
、

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
と
っ

て
、『
建
学
の
精
神
』
は
学

校
運
営
の
生
命
線
で
あ
り
、

評
議
員
会
は
そ
の
『
建
学
の

精
神
』
に
基
づ
く
教
育
方
針

を
十
二
分
に
理
解
す
る
教
職

員
や
同
窓
生
、
保
護
者
等
の

学
校
関
係
者
と
学
外
有
識
者

に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
構

成
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
」

と
の
見
解
は
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
歴
史
的
特
性
を
踏
ま

え
た
説
得
力
の
あ
る
言
説
で

す
。
し
か
し
、「
建
学
の
精

「
建
学
の
精
神
」
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
（
回
答
率
98
・
１
％
）。

そ
の
結
果
、
調
査
参
加
者
は

「
建
学
の
精
神
」
に
つ
い
て

自
分
な
り
の
解
釈
を
持
ち
、

「
建
学
の
精
神
」
が
日
常
の

業
務
に
お
け
る
考
え
方
や
、

価
値
観
、
具
体
的
な
行
動
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
し

い
と
思
う
一
方
、
そ
れ
ら
の

思
い
を
組
織
で
共
有
し
確
か

め
合
う
機
会
が
十
分
に
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
数
量
化
Ⅲ
類
に

よ
る
分
析
の
結
果
、「
年

代
」、「
職
位
」、「
自
校
出

身
」
と
い
っ
た
属
性
に
よ
っ

て
「『
建
学
の
精
神
』
の
浸

透
度
と
影
響
力
」
な
ら
び
に

「
組
織
の
原
動
力
と
し
て
の

責
任
者
の
行
動
」
に
関
す
る

認
識
が
異
な
る
傾
向
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
意
思
決
定
に
影

響
を
も
た
ら
す
ト
ッ
プ
層
と

異
な
る
認
識
を
持
つ
層
は

「
30
代
」、「
監
督
職
位
」、

「
系
列
校
出
身
者
」
で
し

た
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
由
記
述

回
答
（
約
３
万
字
）
の
分
析

か
ら
、「
職
員
」
と
「
組

織
」
の
間
の
距
離
と
、「
職

員
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
」
の

間
の
距
離
は
、
他
の
項
目
と

比
べ
相
対
的
に
「
遠
い
」
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
。

　
森
本
（
２
０
１
８
）
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
派
の
成
立

過
程
を
例
に
と
り
な
が
ら
、

自
ら
の
正
統
性
を
確
立
す
る

本
文
中
の
参
考
文
献
お
よ

び
、
よ
り
詳
し
い
講
演
要

旨
は
教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ
（
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら

せ
」）
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
右
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
お

入
り
く
だ
さ
い
。

（
閲
覧
期
限
：
24
年
１
月

15
日
）

講演後に質疑応答が続く

分科会（聖書科部会）

伊
藤
彰
浩
氏
　

第65回第65回
中高研究集会中高研究集会
東北・北海道地区協議会東北・北海道地区協議会
中高部会との合同開催中高部会との合同開催

第第
6565
回
学
校
代
表
者
協
議
会

回
学
校
代
表
者
協
議
会

　
　

発
題
Ⅰ
要
旨

　
　

発
題
Ⅰ
要
旨

「『
建
学
の
精
神
』は
組
織
の
原
動
力
な
の
か
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
永
遠
の
も
の
な
の
か
。」

西
南
学
院
大
学
教
授

広
島
大
学
高
等
教
育
研
究

　
開
発
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員 
伊
藤
彰
浩

発
題

http://www.
k-doumei.or.jp/
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８
月
25
日
、
水
口
洋
先
生

（
日
本
聾
話
学
校
理
事
長
・

玉
川
聖
学
院
理
事
）
が
講
師

と
し
て
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
西
南
学
院
小
学
校
は
開
校

し
て
14
年
目
で
す
が
、
理
想

と
熱
い
思
い
を
持
っ
て
開
校

準
備
を
進
め
た
当
時
の
メ
ン

バ
ー
も
わ
ず
か
と
な
り
、
共

に
歩
む
組
織
で
あ
り
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
認
識
に
歪
み

が
生
じ
て
き
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
私
学
と
し
て

道
徳
の
教
科
や
特
別
支
援
教

育
等
、
本
校
が
抱
え
て
い
る

問
題
や
教
育
活
動
上
大
切
に

す
べ
き
こ
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
を

基
盤
と
し
た
学
校
に
勤
め
る

教
職
員
自
身
が
持
つ
べ
き
教

育
観
・
人
間
観
を
自
分
自
身

で
見
直
す
時
を
持
ち
、
各
自

が
新
た
な
認
識
と
喜
び
や
希

望
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
研
修
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
ま
ず
、
私
学
が

問
わ
れ
る
現
実
問
題
へ
の
具

体
的
な
対
応
と
し
て
、
①
～

④
の
発
題
が
水
口
先
生
か
ら

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
①
中
教

審
答
申
「
令
和
の
日
本
型
教

育
の
構
築
を
目
指
し
て
」
が

指
摘
す
る
こ
れ
か
ら
の
教
育

②
特
別
支
援
教
育
の
進
め
方

③
道
徳
教
育
を
ど
う
進
め
る

か
④
保
護
者
と
の
協
力
関
係

の
構
築

　
発
題
に
も
と
づ
く
話
し
合

い
の
後
、
水
口
先
生
に
「
西

南
学
院
小
学
校
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
～
キ
リ
ス
ト
教
教
育

を
問
う
」
と
い
う
こ
と
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
さ
ら
に
話
し
合
い
、

「
私
学
人
と
し
て
私
は
何
が

で
き
る
か
」
と
い
う
こ
と
を

前
向
き
に
考
え
、「
公
立
を

凌
駕
す
る
」「
キ
リ
ス
ト
教

を
基
盤
と
し
た
学
校
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
」
と
い
う
こ
と

に
多
く
の
教
職
員
が
認
識
を

転
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
同
時
に

教
育
活
動
に
携
わ
る
意
欲
も

さ
ら
に
出
て
き
た
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。
以
下
に
参
加
者

の
感
想
を
記
し
ま
す
。

〇
水
口
先
生
の
穏
や
か
で
優

し
い
口
調
で
語
ら
れ
る
確
か

な
言
葉
は
、
す
べ
て
の
教
職

員
の
心
に
届
い
た
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
と
の
出
会
い

は
、
神
様
か
ら
預
か
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
最
善
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
「
私
立
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
」「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の

学
校
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」

を
皆
で
確
認
で
き
た
こ
と
は

良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
私

が
現
在
悩
ん
で
い
た
こ
と
に

お
応
え
い
た
だ
き
、
学
校
を

も
っ
と
素
敵
な
も
の
に
し
て

い
く
ぞ
と
い
う
気
持
ち
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
水
口
先
生
の
優
し
く
且
つ

熱
の
こ
も
っ
た
お
話
に
、
時

間
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
学
で
あ
る
か
ら
こ
そ

の
自
由
さ
を
生
か
す
た
め

に
、
現
代
の
教
育
課
題
に
つ

い
て
、
ま
た
流
行
に
流
さ
れ

な
い
本
質
的
な
学
び
を
教
師

自
身
が
行
い
、
子
ど
も
た
ち

に
還
元
し
な
け
れ
ば
…
と
認

識
し
ま
し
た
。「being

を

尊
重
す
る
」
と
い
う
人
権
感

覚
を
私
自
身
が
キ
リ
ス
ト
の

教
え
か
ら
学
び
、
体
得
し
、

子
ど
も
た
ち
に
与
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
一

部
抜
粋
）

　
本
校
に
と
っ
て
と
て
も
大

き
な
出
会
い
と
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
時
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　
私
学
で
働
く
た
め
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、「
建
学
の
精

神
に
基
づ
く
教
育
方
針
へ
の

同
意
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

を
肝
に
銘
じ
、
歩
み
を
進
め

ま
す
。

�

黒
木
佐
幸

〈
西
南
学
院
小
学
校
校
長
〉

　
東
京
都
三
鷹
市
に
あ
る
ル
ー
テ

ル
学
院
大
学
の
歩
み
は
、
１
９
０

９
年
、
熊
本
市
に
創
立
し
た
路ル

ー

帖テ
ル

神
学
校
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

時
、
30
代
半
ば
で
初
代
校
長
に
着

任
し
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
南
部

一
致
ル
ー
テ
ル
シ
ノ
ッ
ド
宣
教
師

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト

・
ブ
ラ
ウ
ン
で
あ
り
、
彼
は
九
州

学
院
設
立
に
も
力
を
尽
く
し
ま
し

た
。

　
ブ
ラ
ウ
ン
が
派
遣
さ
れ
る
際
の

逸
話
と
し
て
「
日
曜
日
の
卵
」
と

い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
南
北
戦
争

の
傷
跡
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直

っ
た
ア
メ
リ
カ
南
部
の
ル
ー
テ

ル
教
会
員
た
ち
は
、
若
く
て
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ブ
ラ
ウ
ン
を

宣
教
師
と
し
て
日
本
に
送
る
た

め
、
精
一
杯
自
分
た
ち
の
持
っ

て
い
る
も
の
を
捧
げ
ま
し
た
。

多
く
は
貧
し
い
農
家
で
す
。
財
産

は
自
宅
で
飼
う
鶏
で
す
。
で
も
日

曜
日
は
神
様
の
日
だ
か
ら
、
日
曜

日
に
鶏
が
産
ん
だ
卵
は
神
様
の
た

め
に
捧
げ
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
こ
の
教
会
員

の
祈
り
と
献
金
に
支
え
ら
れ
て
日

本
に
遣
わ
さ
れ
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
主
の
召
し
に
従
う
ブ

ラ
ウ
ン
の
働
き
は
日
本
に
留
ま
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１

９
１
６
年
、
帰
米
中
に
海
外
伝
道

局
総
幹
事
代
行
に
任
命
さ
れ
た
ブ

ラ
ウ
ン
は
、
新
た
な
宣
教
の
地
と

し
て
ア
フ
リ
カ
に
渡
り
、
調
査
訪

問
し
て
い
た
リ
ベ
リ
ア
で
病
に
倒

れ
、
天
に
召
さ
れ
ま
す
。

　
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
は
、
１
９

９
３
年
に
建
て
た
新
校
舎
を
初
代

校
長
の
名
前
か
ら
「
ブ
ラ
ウ
ン
ホ

ー
ル
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の

校
舎
は
神
様
の
召
し
を
受
け
た
若

き
宣
教
師
が
、
教
会
の
祈
り
に
支

え
ら
れ
、
地
の
果
て
ま
で
福
音
を

宣
べ
伝
え
る
生
涯
を
全
う
し
た
こ

と
を
記
念
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
も
、
神
様
の

召
し
に
熱
い
思
い
で
応
え
る
学
生

た
ち
を
世
に
遣
わ
し
続
け
て
い
る

の
で
す
。�

河
田　
優

〈
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
チ
ャ
プ
レ

ン
〉

学
内
教
職
員
研
修
会
講
師
派
遣
制
度

学
内
教
職
員
研
修
会
講
師
派
遣
制
度

２
０
２
３
年
度
利
用
実
績
報
告

２
０
２
３
年
度
利
用
実
績
報
告

　
本
校
で
は
、
教
職
員
修
養

会
が
開
か
れ
な
く
な
っ
て
10

数
年
が
た
ち
、
日
々
の
礼
拝

は
行
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ

以
外
の
学
習
機
会
に
め
ぐ
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

年
々
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
も
減

り
、
現
在
で
は
信
仰
者
が
２

名
と
い
う
状
況
で
す
。
そ
ん

な
教
職
員
に
こ
そ
学
習
の
必

要
性
を
感
じ
応
募
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
採
用
し
て

下
さ
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
修
養
会
の
テ
ー
マ

は
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校

に
勤
め
る
意
義
に
つ
い
て　

～
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教
職

員
の
役
割
～
」
で
し
た
。
講

師
は
明
治
学
院
の
元
高
校
長

で
前
学
院
長
の
小
暮
修
也
先

生
で
し
た
。
先
生
は
ノ
ン
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
の
取
組
み
と
し

て
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
マ
イ
ン

ド
を
も
っ
て
教
育
に
当
た
る

こ
と
」
と
、
実
に
的
確
な
言

葉
で
表
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
マ
イ

ン
ド
」
と
は
「
基
本
的
人
権

の
尊
重
」
で
あ
る
と
話
さ

れ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ノ

ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
私
た
ち

に
と
っ
て
も
た
い
へ
ん
腑
に

お
ち
る
も
の
で
し
た
。
キ
リ

ス
ト
教
教
育
と
は
肩
ひ
じ
を

は
ら
ず
に
、
生
徒
の
基
本
的

人
権
を
尊
重
し
、「
人
格
」

の
形
成
を
見
守
る
こ
と
と
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
経
営
の
視
点

か
ら
の
お
話
も
あ
り
ま
し

た
。
な
か
で
も
「
ビ
ジ
ョ
ン

づ
く
り
」
の
話
は
印
象
的
で

し
た
。
明
治
学
院
で
は
大
学

・
高
校
・
中
学
の
教
職
員
が

一
緒
に
な
っ
て
そ
れ
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に

よ
っ
て
各
学
校
の
距
離
が
近

く
な
っ
た
こ
と
が
主
な
内
容

で
し
た
。
弘
前
学
院
も
中
高

大
と
学
校
が
あ
り
、
中
高
と

大
学
は
な
か
な
か
交
流
が
持

て
な
い
で
い
ま
す
。
い
ず
れ

キ
リ
ス
ト
教
関
連
行
事
を
中

心
に
交
流
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
討
論
会
も
意
義

あ
る
も
の
で
し
た
。
３
～
４

名
の
小
グ
ル
ー
プ
で
、「
今

ま
で
行
っ
て
き
た
キ
リ
ス
ト

教
行
事
の
振
り
返
り
と
、
こ

れ
か
ら
で
き
そ
う
な
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
行
事
の
意
義
や
課

題
を
出
し
ま
し
た
。「
入
学

　
加
盟
学
校
教
職
員
が
キ
リ
ス
ト
教
教
育
・
建
学
の

精
神
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
各
校
が
実
施
す
る

学
内
研
修
会
に
、
そ
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ

リ
ア
の
講
師
を
教
育
同
盟
が
費
用
負
担
を
し
て
派
遣

し
ま
す
。
今
号
で
は
今
年
度
に
制
度
を
活
用
さ
れ
た

学
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
実
績
報
告
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
来
年
度
の
制
度
利
用
を
受
付
中
で
す
。

弘前学院弘前学院
聖愛中学高等学校聖愛中学高等学校
（講師：小暮修也先生）（講師：小暮修也先生）

茨城キリスト教学園茨城キリスト教学園

（講師：清水広幸先生）（講師：清水広幸先生）
「主の山に、備えあり！」「主の山に、備えあり！」

西南学院小学校西南学院小学校

（講師：水口洋先生）（講師：水口洋先生）
「建学の精神に立ち返る」「建学の精神に立ち返る」

記
念
礼
拝
」
の
時
期
、「
生

活
教
室
」
の
復
活
、「
花
の

日
礼
拝
」
の
取
り
組
み
方
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
」
の
役

割
分
担
な
ど
、
今
後
検
討
す

る
課
題
が
多
く
出
さ
れ
た
と

同
時
に
、
あ
る
意
味
す
で
に

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
マ
イ
ン
ド
を

持
っ
て
や
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
再
確
認
の
場

に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
ど
こ
ま
で
教
職
員
が
本

気
で
取
り
組
め
る
か
が
大

事
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
ノ
ン

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
関
係
な
く
本

気
で
取
り
組
む
こ
と
で
生
徒

に
そ
れ
が
伝
わ
れ
ば
良
い
。」

と
い
う
意
見
が
出
た
の
は
収

穫
で
し
た
。
全
体
的
に
前
向

き
な
姿
勢
を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
こ

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
日

々
の
業
務
に
あ
た
れ
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
是
非
と
も

来
年
度
も
実
施
し
、
ゆ
く
ゆ

く
は
大
学
と
合
同
で
キ
リ
ス

ト
教
の
勉
強
を
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

�

太
田�

淳

〈
弘
前
学
院
聖
愛
中
学
高
等

学
校
教
諭
〉

　
今
回
、
本
学
園
は
、
教
育

同
盟
の
制
度
を
利
用
し
て
、

学
園
キ
リ
ス
ト
教
教
育
研
修

会
（「
Ｉ
Ｃ
ビ
ジ
ョ
ン
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
」）
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
制

度
の
利
用
は
今
回
が
三
度
目

と
な
り
ま
す
。

　
本
制
度
に
は
、
同
盟
に
よ

る
講
師
に
関
わ
る
費
用
負
担

な
ど
経
済
的
な
利
点
の
み
な

ら
ず
、
こ
ち
ら
の
希
望
す
る

テ
ー
マ
へ
の
適
切
な
講
師
派

遣
な
ど
、
内
容
的
な
点
に
お

い
て
も
大
い
に
資
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
今
回
、
本

学
園
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
清

水
広
幸
先
生
の
本
務
校
・
聖

学
院
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る

キ
リ
ス
ト
教
教
派
的
に
は
、

本
学
園
と
親
戚
関
係
に
あ

り
、
そ
の
意
味
で
も
尊
い
交

わ
り
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
、
本
学
園

と
し
て
は
「
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
具
現
化
」
と
い
う
主
題

を
掲
げ
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育

の
よ
り
具
体
的
な
面
も
話
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
を
伝
え

て
い
た
の
で
す
が
、
同
盟
は

そ
れ
に
応
え
、
現
役
の
教
員

を
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
い
い
意
味
で

現
役
の
先
生
な
ら
で
は
の
、

現
場
か
ら
の
生
々
し
い
声
も

届
け
ら
れ
、
参
加
者
一
同
、

あ
る
種
の
緊
張
感
を
持
っ
て

拝
聴
し
、
大
い
に
臨
場
感
や

説
得
力
を
感
じ
る
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
講
師
の
ご
意
向
に

よ
り
、
研
修
会
に
先
立
っ

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事

前
の
打
ち
合
わ
せ
が
四
回
行

え
た
こ
と
は
有
益
で
し
た
。

そ
れ
ら
を
通
し
て
、
本
校
の

現
状
や
要
望
な
ど
を
講
師
に

十
分
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　
先
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、

講
師
の
清
水
先
生
は
本
学
園

の
こ
と
を
本
当
に
よ
く
調
べ

て
下
さ
り
、
本
学
園
創
立
の

経
緯
や
そ
の
背
景
に
あ
る

〝
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（Chu

rches  of Christ

）〟
と

聖
学
院
の
背
景
に
あ
る
〝
デ

ィ
サ
イ
プ
ル
ス
（Discip

les　

of Christ

）〟
の
関

係
に
つ
い
て
も
大
変
分
か
り

易
く
解
説
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
本
学
園
で
の
研
修
会
で

も
分
か
ち
合
っ
て
は
い
る
の

で
す
が
、
多
く
の
教
職
員

は
、
よ
り
新
鮮
に
、
そ
し

て
、
よ
り
深
く
受
け
止
め
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
冒
頭
、
先
生
ご
自

身
の
半
生
（
入
信
や
キ
リ
ス

ト
教
学
校
で
働
く
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
）
に
も
触
れ
ら
れ

た
の
で
す
が
、
そ
の
ご
苦
労

を
分
か
ち
合
っ
て
下
さ
っ
た

時
点
で
、
先
生
の
講
演
は
大

い
に
聴
衆
で
あ
る
教
職
員
の

心
を
つ
か
ん
で
お
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
講
演
内
容

も
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

さ
ら
に
、
講
師
の
働
き
か
け

で
行
な
わ
れ
た
講
演
中
の

「
意
見
交
換
タ
イ
ム
」
は
そ

こ
ま
で
の
講
演
内
容
を
吟
味

し
、
よ
り
深
め
る
た
め
に
大

い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　
感
動
あ
り
、
そ
し
て
、
示

唆
に
富
ん
だ
清
水
先
生
の
ご

講
演
は
、
教
職
員
一
人
一
人

の
心
に
深
く
届
く
も
の
と
な

っ
た
と
同
時
に
、
本
学
園
教

職
員
に
多
く
の
新
た
な
気
付

き
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

　
同
盟
の
ご
配
慮
、
講
師
の

清
水
先
生
の
ご
準
備
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
許
し
て
下
さ

っ
た
主
の
聖
名
を
ほ
め
た
た

え
ま
す
。「
主
の
山
に
、
備

え
あ
り
！
」

�

野
口�

良
哉

〈
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園�

チ
ャ
プ
レ
ン
〉　　

対
面
で
約
60
名
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
約
50
名
が
参
加

チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

（
１
８
７
４
〜
１
９
２
１
）

●�

〇研修会の講師費・講師交通費等を同盟が負担。
〇派遣講師の指名や希望はお受けしていません。
〇教育同盟ＨＰお知らせ欄より入り、要項と
　申込書をダウンロードしてご利用ください。
〇申込み締切： 2024年1月31日（水）
〇結果：講師派遣委員会で2月中旬に決定

《申込みに向けて》希望開催日時、場所、テーマ、参加者数、
担当責任者を事前にお決めください。
開催設定：2024年4月1日～2025年1月31日
テーマ：「キリスト教教育」を前提とします。

学内教職員研修会講師派遣制度
2024年度派遣依頼募集

九
州
学
院
校
舎
前
で

（
１
９
１
１
年
）
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学
校
法
人
聖
学
院
は
、
今

年
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
聖
学
院
は
ア
メ
リ

カ
で
誕
生
し
た
デ
ィ
サ
イ
プ

ル
ス
派
の
伝
道
に
よ
っ
て
そ

の
礎
が
築
か
れ
、
１
９
０
３

年
に
開
設
さ
れ
た
聖
学
院
神

学
校
を
そ
の
出
発
点
と
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
東
京
都
北

区
に
幼
稚
園
、
小
学
校
、
男

女
の
中
学
高
等
学
校
、
そ
し

て
埼
玉
県
上
尾
市
に
幼
稚
園

と
大
学
・
大
学
院
を
擁
す
る

キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
し
て
歩

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
今
年

は
、
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
の

日
本
伝
道
開
始
か
ら
１
４
０

年
の
節
目
の
年
に
も
当
た
り

ま
す
。

　
去
る
10
月
28
日

（
土
）
に
は
、
創

立
１
２
０
周
年
を

記
念
す
る
式
典
が

聖
学
院
大
学
の
チ

ャ
ペ
ル
で
、
多
く

の
来
賓
を
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
で

は
、
ま
ず
礼
拝
が

守
ら
れ
、
聖
学
院

中
学
高
等
学
校
の

卒
業
生
で
も
あ
る

日
本
基
督
教
団
総

会
前
議
長
の
石
橋

秀
雄
先
生
か
ら

「
弱
い
時
こ
そ
―

棘
か
ら
開
か
れ
る

世
界
」
と
の
題
で

力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
小
池
茂
子
理
事
長
の

式
辞
に
続
き
、
来
賓
代
表
と

し
て
青
山
学
院
院
長
・
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
常
任

理
事
の
山
本
与
志
春
先
生
よ

り
心
温
ま
る
お
励
ま
し
の
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
秋
に
完
成
の

運
び
と
な
っ
た
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
奉
献
式
と
演
奏
会
が

持
た
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

は
、
長
い
間
待
望
さ
れ
て
い

た
も
の
で
す
が
、

そ
の
実
現
に
は
長

い
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
チ
ャ
ペ

ル
に
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
を
設
置
す
る

計
画
は
チ
ャ
ペ
ル

建
設
の
当
初
か
ら

あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
実
際
に
動

き
出
し
た
の
は
、

２
０
０
４
年
秋
に

チ
ャ
ペ
ル
が
完
成

　
約
40
年
前
か
ら
日
本
基

督
教
団
石
川
地
区
諸
教
会

と
連
携
し
て
、
市
民
ク
リ

ス
マ
ス
を
続
け
て
い
ま

す
。
本
校
の
チ
ャ
ペ
ル
を

舞
台
に
、
キ
リ
ス
ト
降
誕

の
無
言
劇
を
聖
書
朗
読
と

共
に
中
高
生
徒
が
演
じ
ま

す
。
イ
ザ
ヤ
の
預
言
、
天

使
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
よ
る
受

胎
告
知
、
宿
屋
を
探
す
ベ

ツ
レ
ヘ
ム
へ
の
道
、
羊
飼

い
へ
の
天
使
の
み
告
げ
、

東
方
の
学
者
の
キ
リ
ス
ト

訪
問
と
い
う
構
成
で
、
聖

歌
隊・会
衆
に
よ
る
賛
美
、

管
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ハ
ン
ド
ベ
ル
・
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
の
賛
美
、
牧
師
に

よ
る
説
教
と
祝
福
、
献
金

と
そ
の
祈
り
に
よ
っ
て
織

り
な
さ
れ
る
礼
拝
で
す
。

　
開
始
当
初
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
喜
び
を
市
民
の
皆
様

と
分
か
ち
合
い
た
い
と
の

願
い
を
持
っ
た
本
校
の
教

員
が
、
教
会
と
の
協
働
で

の
実
施
を
発
想
し
ま
し

た
。
事
始
め
に
、
他
校
へ

の
視
察
も
踏
ま
え
て
初
期

の
台
本
を
制
作
し
ま
し

た
。
当
時
は
教
会
も
勢
い

が
あ
り
、
伝
道
の
た
め
に

と
乗
り
出
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
生
徒
聖
歌
隊
と

は
別
に
教
会
員
を
中
心
と

し
た
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
ク
ワ
イ

ア
を
結
成
し
、
毎
週
火
曜

日
の
夕
刻
か
ら
２
時
間
、

２
か
月
に
わ
た
っ
て
練
習

を
し
ま
し
た
。
当
日
に
は

教
会
婦
人
会
が
百
名
以
上

の
ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト

・
音
楽
関
係
者
の
た
め
に

お
弁
当
に
添
え
る
御
汁
を

大
鍋
い
っ
ぱ
い
に
作
り
、

受
付
担
当
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

十
年
ほ
ど
前
か
ら
教
会
へ

の
重
荷
と
な
り
現
在
は
学

校
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、

今
も
礼
拝
説
教
の
た
め
の

牧
師
派
遣
、
祈
り
を
込
め

た
賛
助
金
、
会
衆
と
し
て

ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
は

大
き
な
感
謝
で
す
。

　
会
衆
は
、
卒
業
生
・
保

護
者
・
教
会
員
を
中
心
に

本
校
に
関
心
の
あ
る
入
学

希
望
者
や
地
域
の
皆
様
が

五
百
～
七
百
名
集
わ
れ
ま

す
。
卒
業
生
・
教
会
員
以

外
は
教
会
を
知

ら
な
い
皆
様
で

す
か
ら
、
こ
れ

が
出
会
い
と
な

り
ま
す
。
本
校

の
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
指
導
者
は

「
こ
れ
に
向
き

合
う
心
」
を
生

徒
た
ち
に
伝
え

ま
す
。
も
し
か

し
た
ら
、
今
年

家
族
を
亡
く
し

た
方
、
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄

り
、
深
い
悩
み

に
沈
ん
で
い
る
方
が
会
衆

と
し
て
来
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
私
た
ち
は
自
分

の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
み
ん
な
で
「
こ
の
ひ

と
り
の
人
」
に
こ
そ
福
音

を
伝
え
る
の
だ
と
訴
え
ま

す
。若
い
生
徒
た
ち
は
、そ

の
思
い
を
誠
実
に
受
け
止

め
懸
命
に
奉
仕
し
ま
す
。

　
教
会
の
心
を
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
は
こ
の
よ
う
な

形
で
伝
え
る
場
所
な
の
だ

と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
今

後
、
こ
の
心
を
継
承
し
て

い
く
後
継
の
指
導
者
が
必

要
で
す
が
、
キ
リ
ス
ト
者

教
員
の
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

教
会
の
協
力
を
得
る
こ
と

も
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
若
者
た
ち

に
情
熱
を
も
っ
て
大
切
な

こ
と
を
伝
え
、
北
陸
唯
一

の
キ
リ
ス
ト
教
総
合
学
院

と
し
て
、
教
会
と
社
会
の

架
け
橋
と
な
っ
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

堀
岡
満
喜
子

〈
北
陸
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
〉

＜行事予定＞
12／26　　　教育研究委員会全国委員会
� （教育同盟事務局）
2０2４年
１／12～13　第66回小学校代表者研修会
� （青山学院横浜英和小学校）
６／７～８　第112回定時総会
� （関東学院大学関内キャンパス）
11／１～２　第66回学校代表者協議会
� （啓明学院）

Ａ.��静かにさせられるクリスマスもありです

　アドヴェントの時を過ごしています。世の中
がどんなに混沌としようとも、美しいツリーの
灯りが日々私たちを照らし、楽しくもあり嬉し
いような、希望に満ちた思いに駆られる一時で
す。そこで私たちは、このクリスマスにイエ
ス・キリストが「生まれた」ということを強調
します。それはあたかも、親しい肉親や友人の
誕生日を祝うかのように「生まれた」ことを祝
うのです。しかしながら、とりわけヨハネ福音
書の冒頭部を見るならば「生まれた」という出
来事を強調しているのではなく、別の視点を知
らされるのです。それは「言（ことば）が肉と
なって」、つまり「神様が人になった」という
聖書の奇跡中の奇跡を伝えるのです。
　ところが、よく考えますと神様が私たちと同
じ「人」として生まれたとするならば、それは
「神様」ではなくなるのではないでしょうか。
私たち人間は、もろく、はかない存在です。怒
ったりもするし、悲しんだり、涙を流したりも
する存在であるのです。ですから、神様がそう
いう私たちと同じ人として生まれるやいなや、
神様とはいえない････やはり「人」でしかない
のです。一般的に神様とは、私たち人間を遥か
に凌ぐ何かすごいことがある、すべてのことを
お見通しの絶対的存在である。そこで初めて私

たちは神様を神様として認識し、信仰の対象と
なるのです。
　それにも関わらずヨハネ福音書は、はっきり
と「神様がイエスにおいて人になった」と語る
のです。では何のために、人として生まれる必
要があったのでしょうか。それは私たちの罪の
赦しのために、人として十字架で犠牲になるた
めにこそお生まれになったのです。流れてきた
桃を割ったらそこにいたと言うたぐいの話では
なく、人としてマリアから「生まれる」という
現実性が伴うのです。確かに、永遠無限の神様
は、犠牲になれないのです。やはり、人となら
れなければ犠牲になれないのです。もっという
と、人として生まれ、犠牲にならなくてはなら
ないほどに旧約聖書時代からの、私たち人間の
罪深さを深く心に留める思いに導かれるので
す。
　キリストが私たちのために、また全世界のた
めに人としてお生まれになったことを心に留め
て、励ましを受けながらアドヴェントの時を過
ごします。そこには人間ゆえの悲しさから解き
放たれた、緩やかな喜びと感謝の思いがわきあ
がり、おのずと礼拝へ向かう「静かにさせられ
るクリスマス」へと整えられ、養われる私たち
キリスト教学校の共同体があるのです。

（今回で東北学院の先生方のご担当が終わります。
１年間ありがとうございました。　　　　　　）

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

Ｑ.テンション高めのクリスマス

松 井 浩 樹
東北学院
中学校・高等学校
宗教主任（ ）れ

て
い
ま
す
が
、
何
よ
り
も

伝
道
と
教
育
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
１
２
０
周
年
を
機

に
、
改
め
て
主
か
ら
託
さ
れ

た
教
育
と
伝
道
の
業
に
邁
進

し
つ
つ
、
主
の
み
名
を
こ
の

世
に
示
す
教
育
機
関
と
し
て

力
強
く
前
進
し
て
行
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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菊
地　
順

〈
聖
学
院
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
前
所
長
〉

プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
パ
イ
プ
数

２
、
８
３
６
本
、
ス
ト
ッ
プ

数
40
の
堂
々
た
る
姿
を
現
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
礼
拝
や

式
典
等
で
の
活
用
が
期
待
さ

聖学院大学チャペル

正
面
に
演
奏
の
様
子
を
投
影
演
奏
は
山
田
康
弘
氏
（
聖
学

院
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）

し
た
直
後
か
ら
本
格
的
に
始

ま
っ
た
献
金
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
２
０
１
３

年
６
月
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

設
置
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら

れ
、
２
０
１
９
年
３
月
に
設

計
と
制
作
を
ガ
ル
ニ
エ
社

（G
A

RN
IER O

rga
num

）
に
依
頼
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
た
め
予
定
よ
り
少

し
遅
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
秋

に
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
奇
し
く
も
聖
学
院
創
立

１
２
０
周
年
と
重
な
っ
た
た

め
、
そ
の
式
典
後
に
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
の
奉
献
式
と
演
奏

会
を
行
っ
た
次
第
で
す
。

　
新
し
く
設
置
さ
れ
た
パ
イ

学校法人聖学院学校法人聖学院
創立120周年記念式典創立120周年記念式典
パイプオルガン奉献式・演奏会パイプオルガン奉献式・演奏会

北
陸
学
院

北
陸
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校

中
学
校
・
高
等
学
校

市
民
ク
リ
ス
マ
ス

市
民
ク
リ
ス
マ
ス

十字架の後ろに設置されたオルガン

（
訂
正
）

　
本
紙
11
月
号
２
面
「
第
10

回
大
学
新
任
教
員
研
修
会
」

の
記
事
中
、
東
彩
子
実
行
委

員
の
所
属
は
正
し
く
は
「
西

南
女
学
院
」
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

学
院
創
立
１
２
０
周
年
記
念
礼
拝

　
戦
火
の
報
に
心
が
痛
む
日

々
で
す
。
一
方
で
初
冬
の
東

京
の
空
は
真
っ
青
で
陽
だ
ま

り
に
枯
葉
が
積
も
り
、
ア
ド

ベ
ン
ト
を
静
か
に
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
天
候
・
気

温
の
変
化
が
極
端
で
、
通
勤

・
通
学
電
車
の
乗
客
は
半
数

以
上
が
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
の
為
か
マ
ス
ク
を

し
て
い
ま
し
た
。
学
年
後
半

の
多
忙
な
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
皆
様
も
ご
健
康
に
留

意
さ
れ
ま
す
様
に
。

　
次
年
度
の
講
師
派
遣
依
頼

を
受
付
中
で
す
（
３
面
）。

２
０
１
９
年
度
開
始
の
こ
の

制
度
で
、
こ
れ
ま
で
延
べ
25

校
、
１
、
３
９
７
名
の
教
職

員
が
研
修
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

の
学
内
研
修
を
是
非
ご
検
討

下
さ
い
。�

事
務
局
長


